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行橋カトリック教会・豊津巡回教会　主任司祭：ミカエル山元眞

時のながれの中で…

　わたしにとって、行橋教会は主任司祭とし

て二番目の教会です。司祭に叙階されて最初

の年は、中・高生の司祭志願者のための小神

学校に赴任しました。翌年から４年間ローマ

に留学し、１９８６年の３月に帰国してから

小倉教会の助任司祭として働き、１９９１年

から教区の事務局長を務めました。初めて主

任司祭として赴任したのは、行橋教会の前任

地、二日市教会でした。１９９９年のことで

す。一つの教会を任せられたのは、司祭になっ

て実に１９年経ってのことでした。当時、ま

るで叙階されたばかりの新司祭のような気持

ちで仕事を始めたことを覚えています。二日

市教会では３年間、務めました。

　主任司祭になって、自分なりに決心したこ

とがありました。それは、まず、教会の共同

体づくりを最優先することでした。みんなが

喜んで来れる教会だったらいい…。そのよう

に思い、信者の皆さんの協力を願いました。

そして、教会維持費やミサ献金については、

３年ほど経って、共同体が少し落ち着いてか

ら話すようにしようと決心したことです。で

すから、二日市教会では、教会維持費のこと

やミサ献金のことは、ほとんど話したことが

ありませんでした。そこで学んだことは、共

同体が充実してくると、経済的にも安定して

くるということでした。

　２００２年の４月に行橋教会に赴任しまし

た。二日市教会に赴任した時と同じ気持ちで

ここでの生活を始めました。今年が３年目に

なります。二日市で３年必要としたことが行

橋では２年で実現していってるような気がし

ます。来年の１１月２７日（日）には、行橋

小教区の創立５０周年をお祝いします。振り

返れば、二日市教会では、３年目の２００１

年の７月に創立５０周年を祝ったのでした。

教会の経済的なことについて

　行橋教会に来ても、３年間はお金のことに

ついて（教会維持費やミサ献金）話さないつ

もりでした。しかし、わたしたち司祭は、い

つ転勤するかわからないし、創立５０周年を

控えて、特に聖堂の修復や隣接地の購入など

の問題もあり、話さざるを得ない状況になり

ました。共同体もずいぶんと成長してきたし、

このへんで、信者の皆さんと「経済的」なこ

とについて考えてもいいと思いました。

　ミサ奉納金や各種の謝礼については、総会

の時にお話しし、プリントをお配りいたしま

した。まだ、ご覧になっておられない方は、

聖堂入り口においていますので、持ち帰って

お読みください。

　・教会維持費、ミサ献金について

　皆さんが出される教会維持費やミサ献金

は、行橋・豊津教会の必要のために使われま

す。その内容は、総会の時の会計報告を参照

してください。教会の活動費、建物の維持管

理などに使われます。また、毎年、維持費と

ミサ献金の総額の１０パーセントを教区に納

めます。それは、教区の諸活動などのために

使われます。行橋教会の主任司祭は幼稚園の

園長も兼任するので、園長給をいただき、教
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子どもとともにささげるミサ

地区集会

できるところから、地区集会を始めます。共
に集い、お茶でも飲みながら、いろんなこと、
教会のことなど、お話ししましょう。

毎月第３日曜日に「子どもとともにささげる
ミサ」をしています。子どもたちと青年が協
力して作るミサです。そして、子どものため
に祈るミサでもあります。たくさんの子ども
たちと青年たちが集まれるよう、保護者の皆
さまのご協力をお願いします。

司祭用個人メールアドレスmakotochan@aries.bekkoame.ne.jp

隣接地の購入について
　幼稚園の南側の隣接地（現在、茶色のアパー

トがある土地）購入の契約が終わりました。

　教区も小教区も営利が目的ではなく、宗教

的な活動をする宗教法人なので、その活動の

資金は、すべて信者のみなさんの献金によっ

て賄われます。土地が広くなることによって、

幼稚園を含めて（幼稚園は学校法人ですが、

目的は「福音宣教」です）、より充実した宗教、

宣教活動ができるようになりますし、また、

そうしていかなければなりません。したがっ

て、土地は教区が購入したとはいえ、できる

だけ、わたしたちが購入代金を返済していく

ことが理想です。総会の時に少しお話してい

ましたが、今後、返済計画を立て、実行して

いかねばなりません。

　現在、決まっていることは、購入費用

３４００万円のうち、１２００万円は今まで

皆さんが積み立てておられた資金から支払う

こと。そして、残りの２４００万円は、各世

会からは生活費をいただかなくてすみます。

信者の皆さんからは、水道光熱費、通信費、

ガソリン代をいただいています。電話や食事、

車の個人的な使用にかかる経費については自

己負担です。

　昨年と比較してみて、維持費は約４８万

円、ミサ献金は約１６万円増えています。維

持費を納入される方も増えてきました。豊津

教会は以前からほぼ１００％の方が納めてお

られます。行橋教会は約１８０世帯の中、約

１００世帯の方が納めておられます。教会の

経済的なことについても、関心をもっていた

だき、お互いに協力していただければ、もっ

と福音的な活動ができると思います。今後と

も、ご協力をお願いいたします。

帯に割り当てではなく、まず、自由献金をし

てみることです。１２００万円は７月に支払

い予定。自由献金は５月２９日からすでに始

めています。

　２７日（日）に合同委員会がありますが、

その時に、以下の方法を提案したいと考えて

います。（ひとつの考え方です）

●２０１５年までの１０年間にて完済予定

　２００４年７月に１２００万円

　２００５年３月までに２００万円

　その後、２０１５年度末まで、

　　　　　　毎年２００万円を返済

　　　　　　（毎月２０万円弱の積立て）　

　→そうすれば、２０１５年（創立 60周年）

　　の３月末には完済。

●献金方法として…

　＊１　主日のミサ参加者数 170 人が

　　　　毎月 1000 円を献金して：年間 200

　　　　万円以上

　＊２　世帯数１７０世帯が毎月 1000 円を

　　　　献金して：年間 200 万円以上

　＊＊　豊津の皆さんのご協力もいただけれ

　　　　ば、より早く返済できます　　＊＊


